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■研究タイトル 

ALMAによる暗黒矮小銀河とダークマターの解明 

 

■研究概要 

10kpc以下の小スケールにおいて構造形成に関する理論と観測が一致しない「行

方不明の矮小銀河問題」が知られている。この問題を解決するため、申請者らは、

「フラックス比異常」を示す重力レンズ系を用いて小スケールの構造を解明す

る新手法を確立し、中間赤外線で観測された重力レンズ系を用いて温かいダー

クマターモデルに対する観測的な制限を付けることに世界で初めて成功した(科

研費基盤(B) 25287062)。本研究では、この成果をさらに発展させ、より精度の

高い理論モデルを構築し、電波干渉計 ALMAによって観測された重力レンズ系

の解析結果と比較することにより、宇宙における暗黒矮小銀河や小スケール非

線形構造を観測的に解明する。これらにより、小スケールにおける構造形成問題

の解決へ向け大きな前進を図る。 

  




